
地域共創学部 観光学科 カリキュラム・マップ

学科の

学位授与

方針

自主的な学習を通じて社会に参画
し､諸問題を解決する実践的能力を
修得している

観光学に関する基本的知識
を修得している

●学科共通(ゼミナール)

観光学入門Ⅰ 観光学入門Ⅱ
会計学入門 経営学入門
経済学入門 マーケティング入門
観光地理学入門 法学概論Ⅰ
法学概論Ⅱ(国際法を含む)

九州産業論 現代社会理論
観光調査法
世界遺産論 中国の現代社会
韓国の現代社会
自然地理学 人文地理学
地誌学 日本史
社会学Ⅰ 社会学Ⅱ 哲学

観光データサイエンス
国際観光論
ビジネス倫理とリスクマネジメント
宗教と観光 外国史
日本史学特講Ⅰ 日本史学特講Ⅱ
倫理学概論

●ホスピタリティ・ビジネスコース科目 ●観光地域デザインコース科目

観光経営論 旅行産業論
ホテルマネジメント
エアラインビジネス論
観光心理学
ホスピタリティ･ビジネス論
観光交通論

観光経済論 観光史
地域マーケティング論
地域観光論
地域活性化システム論
まち歩き企画論
サスティナブルツーリズム論

観光マーケティング論
ブライダルビジネス
サービスマネジメント
観光･地域ICT論
フードツーリズム論
交通産業論

観光社会学
コミュニティ･ビジネス論
地域インバウンドツーリズム
地域デジタルマーケティング
広告実践論
観光まちデザイン論
観光地域経済論

●学科共通(アドバンスト)

●学科共通(観光基礎)●学科共通(研修)

旅行検定講座Ⅰ
旅行検定講座Ⅱ

旅行検定講座Ⅲ
旅行検定講座Ⅳ
観光英語
観光中国語
観光韓国語
TOEICⅠ
TOEFL

TOEICⅡ
Advanced English
実践韓国語
実践中国語
SPI講座

観光インターンシップ

職業体験入門
国内観光研修A
国内観光研修B
国外観光研修A
国外観光研修B

九州地域学
情報リテラシー
異文化コミュニケーション論
ビジネススキル

観光の基礎から専門分野の応用･演習へと段階的･体系的に学び、観光ビジネスに必要な知識と実務能力

を身につける教育

学部の

学位授与

方針

地域共創学部では、グローバルに活躍でき、地域支援するために必要な理論的かつ実践的な知識と技能を兼ね備え、社会で活躍できる人材の育成を目指している｡カリキュラム所定の単位を修得し、共創的な相互作用の発展

に必要な幅広い教養、専門的知識、課題解決能力を身につけた者に対して、学士の学位を授与する。

大学の

学位授与

方針

幅広い教養と専門的知識を備え、

適切に活用できる

論理的に思考し､判断することが

できる

技術・技能を修得し､創造力・

実践力を発揮できる

グローバルな視点で多様な人々とコ

ミュニケーションを行い、熱意を持って

持続可能な社会の発展に貢献できる

広い視野を持って､主体的に

他者と協力できる

観光の諸問題を理解して課題
を発見し、論理的に分析し考察
する力を身につけている

九州・アジア、そしてグローバルに生起
する観光の諸問題に積極的な関心を
持ち続けることができる

観光の諸問題の解決に要な情報を収集・分析・検討･整理・統合する

力を身につけている。自らの思考・判断のプロセスを明確に説明し、

文章で表現する力を修得している

観光の基礎から専門分野の応用･演習へと段階的･体系的に学び、地域の活性化に寄与する観光まちづくりを実践

する力を身につける教育

プレゼミナール

地域共創ゼミナールⅠ
地域共創ゼミナールⅡ

卒業研究ゼミナールⅠ
卒業研究ゼミナールⅡ

卒業研究ゼミナールⅡ

●KSU基板教育

基礎教育科目
大学スタディスキル 学術基礎科目群
キャリア科目群
文理芸融合科目群 教養科目群

外国語科目
共通英語科目群
キャリアイングリッシュプログラム
初修外国語科目群

留学生に関する科目
日本語科目群 日本事情科目群

学科の教育

課程編成･

実施の方針
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●学部共通(グローカル人材育成)

アジア経済論
地域社会論

地域共創論
キャリアデザイン
九州とアジアの文化交流
国際関係論
実践プレゼンテーション
グローバル研修

ロジカルライティング入門
クリティカルシンキング
観光・地域プロジェクト

観光･地域事業プロジェクトⅠ
観光･地域事業プロジェクトⅡ
地域共創プロジェクトⅠ
地域共創プロジェクトⅡ
観光･地域振興プロジェクトⅠ
観光･地域振興プロジェクトⅡ
観光まちづくりプロジェクトⅠ
観光まちづくりプロジェクトⅡ
特別講座

●学部共通(PBL科目)

観光地域デザインコースホスピタリティ・ビジネスコース

情報技術を活用することが

できる


